
　今回ご紹介する「ウィルキンス　歯科衛生士
の臨床」は，米国やカナダの歯科衛生士が臨床
現場において教本として使用している書籍で
す．原著「歯科衛生士の臨床」は，1959年に
初版が上梓され，時代の要請に応えて何度も改
変されながら，米国・カナダの歯科衛生士に愛
されつづけてきました．そして，日本ではこの
たび，新たに第11版が翻訳・出版されました．
　本書のすべての内容が日本の現状に適合して
いるとは限りません．しかし，臨床現場で活躍
している歯科衛生士の皆さんが本書を読むこと
で，日本の歯科臨床を再度見直すことができる
でしょう．また，それぞれが得意とする専門分
野はもちろん，直接かかわりのない周辺領域
や，大学の歯科衛生教育の最新情報などを学ぶ
こともできます．同時に，米国やカナダの歯科
衛生士臨床を日本のレベルと比較したとき，日

本のレベルが決して低くないことを認識できる
ことでしょう．
　休職中の歯科衛生士にとっては，現場復帰に
備えるための復習教材や，復帰以降の参考書と
して，おおいに役立つことと思います．また，
歯科衛生士になるために勉強中の学生なら，歯
科衛生士の臨床業務のすべてが 1冊にまとめ
られているため，座学の授業はもちろん，臨床
実習の際にも，事前に予習をして臨むのにとて
も適した本です．
　全 13編からなり，69章 1056 ページにも
わたりますが，各章の最後には「日々の倫理的
考察」や「必要な文書記録」「患者指導の要点」
など，臨床において考察すべきことや実践のポ
イントといった最低限理解しておきたいことが
まとめられており，学んだことを消化している
かどうかを確認できるようになっています．ま
た，現在日本の歯科衛生士が海外の歯科衛生士
と比較して努力しなければいけない課題，すな
わち「歯科衛生過程に基づいた臨床の実施」が
できることを目指し，臨床に基づいた研究論文
を作成できるようになるために必要な基本的な
考え方が示されています．これは，歯科衛生士
の専門職としての役割を果たし，エビデンスと
倫理に基づいたあらゆる種類の臨床活動を行う
ためにも役立つでしょう．さらに今回，第 57
章に在宅患者が取り上げられており，日本だけ
ではなく米国やカナダでも高齢化社会が問題に
なっていることを実感できます．
　特に臨床にかかわる歯科衛生士は，この本を
読みながら日常業務に携わっていくと患者さん
にも喜んでいただける仕事ができると思いま
す．皆さんがこの 1冊をかたわらにおき，開
くところすべて理解しているといえるほど，本
書と仲よしになっていただけたらと切に願って
います．
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「歯科衛生過程」に基づく
歯科衛生教育と臨床のバイブル
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